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針江・霜降の水辺景観まちづくり協議会のインフォメーションがホームページと Facebook で見られます。 
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平成 28 年度

●「霜降かばた」 
誕生！ 

竹筒や竹カバーの交換
は継続実施しています 

 

●水の文化を 
学ぶ講座（共催） 

 
於：高島市観光 

物産プラザ 
   

平成 29 年度

★秋篠宮様、紀子様、悠仁様が
ご来訪されました（8 月） 

●地域座談会「未来を語る会」 ●水辺遊歩道公園 

令和元年度

★柴山文部科学大臣視察 
（7 月） 

●文化庁重要文化的景観 
委員会視察/意見交換会 

    

●行者堂周辺整備・植樹 

平成 30 年度
●水辺あかり 
※流し灯篭絵協力：子ども会  

 

 
■水辺遊歩道公園（45ｍ）は霜降区浄栄寺から針江区に入る手前に

あります。元は、霜降区の児童公園にと川島酒造様から無償提供され

たもので、遊具のある遊び場でした。しかし時が経つにつれ、子供の

数も減り、野外で遊ぶ子供も少なくなり、雑草の管理を役員がするだ

けになり、景観上も見苦しくなってきました。 

協議会で遊歩道として活用できないかとの提案があり、平成２９

年度から工事にかかりました。公園には、百日紅や沈丁花などを植

栽し、ベンチとして輪切りの丸太を設置し、川の        

清流や四季の樹を楽しんでもらえるようにしまし          

た。令和元年度には公園から行者堂の横を通って                       

霜降大川へ下りる通路の整備を行い、川縁にソーラー      

ライトを使った「水辺あかり」を設置しました。 

行者堂の隣には「憩いの家」を建築し、行者堂の機能だけでなく区

民誰もが交流の場として使えるようにしました。「見守りネットワー

ク」の拠点としても利用しています。行者堂の建物は、壁面の塗装と

床下への雨水の侵入を防ぐ工事も行っています。 

植栽した樹がきれいな花を咲かすまでにはもう少し時間はかかり

ますが、四季を通じて楽しんでもらえる水辺景観エリアとして管理

をしていきたいと思います。          

霜降区 山川 隆 
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◆カバタ修理修復の補助制度があります。 

重要文化的景観に選定された際に 
重要な構成要素として認定されてい 

るカバタ（４５件）などを保存修理 
修復する場合補助を受けられます。 
 
◆追加認定が可能です。 

国の認定を受けていないカバタや 
文化的建造物等も調査検討により 

認定出来ます。 
 
◆「保存修理」・「追加認定」お気軽に相談ください。 
ご希望の方は、当協議会の役員まで。 
 
◆国の助成金を活用。 

針江・霜降の大川や周辺の水辺環境整備には、高島市が国から交付
を受けた助成金が活用されています。 

 

◆2020年度 針江・霜降の水辺景観まちづくり協議会 役員 
会長 足立 亨 副会長 伊藤 昭（針江区長） 川島豊彦（霜降区長） 
〔針江〕清水裕之 高田一雄 三宅 進 髙橋正通 森田茂之   

〔霜降〕青木 博 山川 隆 海東 弘 山川友博   
 

information 

■私たちの住んでいる霜降区には比良山系から流 れ

る水が地下に浸透し伏流水となり、区内で湧き出た水が

「大川」に注いで、私たちの町にさまざまな 恵みをも

たらせてくれています。 

 平成２２年に針江・霜降地区が国の重要文化的景観に選定さ

れ、この水辺景観を守り育てる各種の活動を始めて早や 10 年がた

ちました。活動をはじめた当初は役員も区民も認識が浅く、積極的

ではなかったところでしたが、年々活動を続けたことにより、今で

は相互の理解も深まり地域に無くてはならない活動となりました。 

 人と人             の関わりが希薄化し、近所付き

合いの              機会が少なくなっている今日、

霜降区               では、水辺景観を守り育てる

活動が              人と人の交流活動を推進する

との認識のもと、毎年皆様のご理解のうえ活動して今日に至っており

ます。活動を通して「命を守る水の尊さ」を実感すると共に地域の連

帯を強くする意義を深く感じているところです。 

 今後も引き続き恵まれた環境を次の世代に引き継いでいくため、水

辺景観を守り育てる活動を積極的に展開したいと思います。区民の皆

様には今まで以上にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 

■私たちの住むここには、ホタルが飛び 

交う清らかな水がとうとうと流れています。 

今年もたくさんホタルを見ることが出来ま 

した。ああ!! 夏がまたやって来たなと思います。 

野良作業の後に、かばたに浸かっているトマトやきゅうり、がぶ

りとかぶりつくこのうまさはたまらない。ここには、そんな素朴な

光景があった様な気がするが、今は、少なくなってしまった様にも

思います。しかし、今もかばたには、こんこんと湧いている水があ

り、少し寂しげに私たちの生活に寄り添っています。その水は、水

路を通り川に集まり、子どもらが楽しげに水遊びや魚つかみに歓声

を上げている。本当に素晴らしい光景だ。 

この環境を守るために私たちは何が出来るのか、何をしなければ

ならないのか、みんなで考えていかなければならないと思います。

そして、後世に残していかなければならない、大事なものだと思い

ます。 

針江・霜降の水辺景観まちづくり協議会の活動を通して少しでも

お役に立てればと考えています、よろしくお願いいたします。 

 

探索

針江区長 伊藤 昭 

●ソーラーライト水辺あかり 


